
第４４回 滝川市環境市民委員会の開催結果について 

 

開催日時 平成２６年１１月１８日(火)  午後４時３０分～午後５時００分 

開催場所 滝川市役所５階庁議室 

出席状況 

【委員】 

出席：石川委員長、伊藤副委員長、佐藤委員、中村委員、春田委員、藤本委員、水戸

委員、山田委員、横島委員 

欠席：岩本委員 

【事務局（滝川市）】 

 市民生活部        樋郡部長、石川次長 

〃  くらし支援課  原田課長補佐、大橋係長、畠山主事、池田事務補 

議事内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 事務局からの報告事項 

  事務局より、12 月 13 日（土）に開催される「平成 26 年度滝川市環境市民大会」

について説明を行った。 

 

３ 評価報告書の提出 

石川委員長から前田市長に対して、「滝川市の環境施策に関する評価報告及び提

言書」が提出された。 

 

４ 意見交換 

石川委員長） 

本年４月から、ごみの分別が変更したということで、本年度も広報や町内回覧等に

おいて周知がされており、市民間に概ね広まったと考えられるが、半年という短い期

間で全ての市民に周知するというのは困難と考えられるため、引き続き周知に努めて

いただきたい。 

また、昨年度の委員会で、環境学習リーダー養成講座の方向性を検討 するべきと

いう提言を行ったところ、本年度は企画を大きく変更し、今までは、大人向けに、環

境に関する勉強会並びに施設見学会を実施していたのを、小学生や高校生を対象とし

た子ども向けの環境教育を主とした事業に転換し進めている。これからは、大人だけ

ではなく、子どものうちから環境に対する教育を進めていく必要があると考えられる

ため、他所管とも連携を行い、引き続き事業の推進に努めていただきたい。 

 

伊藤副委員長） 

省エネルギーや環境に関する事業というものは、くらし支援課だけではなく、観

光・教育・農業・土木関係など、多岐に渡るものであり、その全てが連携して事業を

行うことができれば、市全体のクォリティが上がるのではないか。 

 

中村委員） 

ごみの排出量やリサイクル率がほぼ横ばいとなっているので、来年度、次期計画を

策定して新たに進めていく場合は、もう少し力を入れてほしい。また、これからの環



境は、子どもたちに関する環境教育が大事になるため、昨年度に引き続き、大人だけ

ではなく子ども向けの教育も進めていただきたい。 

 

春田委員） 

環境問題に対する習慣形成などを意識づけるためには、小・中学校の役割はかなり

大きいと考えており、昨今に引き続き、食育など幅広い視点から見た環境教育を市内

の小・中学生に定着するように努めていただきたい。 

 

水戸委員） 

主婦層にも簡単に環境について考えてもらうきっかけづくりとして、環境問題に関

するエコクイズを様々なイベント等で実施しており、次年度以降も、様々な層に身近

なことから環境について考えてもらうことができるような取組を実施していきたい。 

 

山田委員） 

現在の環境基本計画に対する評価の方法等もしっかりと機能していることが評価

できると考えられる。また、次期計画策定の際には、ISO の取得も検討し、更にレベ

ルの高い計画を策定・進行していく必要もあるのではないか。 

 

横島委員） 

環境問題は、イベントを実施するにしても一般的には難しいというイメージがある

中で、滝川市は、JAL の機長や気象予報士を呼んだ環境に関するイベントを実施して

おり、環境に全く知らない人でも興味を持ち、参加してもらえるような工夫を凝らし

ていると感じている。 

 

藤本委員） 

環境を中心としたまちづくりの事業があれば、国学院短大も連携して事業を行うこ

とができれば理想的と考えている。 

また、小・中学校への環境教育が重要ということであるが、短大生の学生に向けた

環境教育の取組についても併せて考える必要もでてくるのではないか。 

 

 

５ 閉会 

 

 


